
自 衛 隊 
 

１年  ○山 ○介  ○本 ○作 

 
 
１ はじめに 

   調べたいと思った動機は、将来自衛隊に入りたいと思っているからであることと、学校で 
  ドーン・ドーンという音が聞こえて自衛隊は何のために大砲を打っているのか知りたかった 

からである。 
 

 

２ 自衛隊の仕事 

 

   ☆自衛隊の任務 

      我が国の独立と安全を保つため、直接侵略及び間接侵略に対し我が国を防衛すること 

を主たる任務とし、必要に応じ、公共の秩序の維持に当たる。 

 

   ☆自衛隊の主な仕事 

     「訓練」「防衛活動」「緊急救出活動」「国際平和協力活動」の４つの仕事がある。 

    

     

訓練は以下のようにたくさんある。 

射撃訓練・雪上車両操縦訓練・予備自衛官召集訓練・ゲリラや特殊部隊による攻撃への対処訓練・協同転地演習・ 

総合防災演習・国民保護訓練・米軍との指揮所軍との実動訓練・米国における実動訓練・米国における射撃訓練・ 

空挺降下訓練・空中機動訓練・積雪地訓練・近接戦闘訓練・射撃の観測訓練・警察との共同訓練 



 

      総合防災演習         空中機動訓練        近接戦闘訓練 

 

※特殊部隊とは…母体となる本隊と遠く離れて 

単独（あるいは小部隊）で 

行動する部隊のこと。 

 

 

 

 

 ＊ここからはインタビューにより、自衛隊を解明していく。 

 

 

 陸上自衛隊別海駐屯地広報班長の田中正義さんに取材し、以下のようにまとめた。 

 

①自衛隊の役割と目標 

    役割…警察や消防署の手におえない国の一大事(災害派遣・テロなど)に出動すること。 

目標…国防・国を守る事・国の平和と安全を維持すること。 

 

  ②隊員への指示 

   「自分の命を捨てても国民の命は守れ！」という気持ちで任務に向かわせるよう

命令し、「命令解除」を持って緊張を和らげる。また、指示を与えるときは、 

「部下の命を預かって指示を出す事。」 

『すぐに決断する』 

『すぐに実行できる』 

『適確な指示を出せる』 

 

  ③体を鍛えるための訓練  

勤務時間以外（訓練前）に鍛えておくのが当たり前！ 

その上で任務遂行にあたる。 

 

 

 

 



④田中さんは続けて何時間仕事をしたことがあるのか？ 

    最大で３日間！ 

   東日本大震災の被害を受けた人々の救助には睡眠が３～４時間しか取ることが 

出来なかった。 

 

⑤隊員の足の速さはどれくらいなのかと、握力はどれくらいあるのか 

個人差はあるが、握力は少ない人でも３０ｋｇで、多くて８０～９０ｋｇの人もいる。 

50歳の人でも最低１０００ｍは5分30秒、３０００ｍは１７分を切らなければならない。 

 

⑥自衛隊の食べる料理は美味しいのか。また、誰が作っているのか 

＊外での訓練中 

レトルトのカレーやハンバーグなど 

＊建物の中での勤務中 

 以前は隊員が自分で作っていた。今は栄養士さんがバランスを考えて作って 

いる。 

 

⑦田中さんが自衛隊員になったきっかけ 

「親が自衛隊で親父の後をつげば生活できると思ったから。」 

 

⑧田中さんが自衛隊の仕事をしていて楽しいと感じること 

陸上自衛隊、海上自衛隊、航空自衛隊の中の陸上自衛隊だけで仕事が１６種類あり、その 

中から好きなのを選べて、仲間と一緒に仕事ができること。 

 

⑨田中さんが自衛隊の仕事をやめようと思ったことがあるか 

きつい訓練をしたときや、家族より任務を優先しなければいけない状況になったとき 

                     ↓ 

入隊の時に次のことを誓わなければならない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

＊田中さんは、今のゲームで戦車や武器の使い方をまなんでおくことも大切だと 

おっしゃっていた。(田中さんも子供からゲームを借りてやっているそうだ) 

自衛隊員の宣誓 

 私は、我が国の平和と独立を守る自衛隊の使命を自覚し、日本国憲法及び法

令遵守し、一致団結、厳正な規律を維持し、常に徳操を養い、人格を尊重し、

心身を鍛え、技能を磨き、政治的活動に関与せず、強い責任感を持って専心職

務の遂行に当たり、事に臨んでは危険を顧みず、身を持って責務の完遂に努め、

もって国民の負託にこたえることを誓います。 



感想 

〔○山 ○介〕 

僕は将来自衛隊員になりたくて調べました。 

そのお陰で自衛隊の訓練や役割、目標などが知ることができました。僕は自衛隊の訓練内容を 

知ってすごく辛い訓練をしているんだなと思いました。思っていた訓練とは全然違いました。 

そんな訓練を自衛隊の人達は毎日やっていて、体が壊れないのかな～と思いました。自衛隊の 

ことを調べ、取材したお陰で役割が分かりました。 

僕は自衛隊のことを調べたおかげで自衛隊に入ろうという思いが強くなりました。 

 

 

〔○本 ○作〕 

僕は自衛隊がどんな事をしているのかはっきりわからないのと、たまに(ドーン・ドーン)と聞 

こえて何のためにやっているのかなと、興味を持ったので調べました。 

すると自衛隊の役割や、自衛隊の覚悟が分かりました。自衛隊の現場に向かう気持ちとプレッ 

シャーが分かりました。自衛隊は毎日「国防」のために必死にきつい訓練をしているから「たま 

に鳴る演習の大砲の音は仕方がないのかな」と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜取材先＞ 

  陸上自衛隊別海駐屯地 広報班長 田中正義 様 

 

＜写真引用サイト＞ 
陸上自衛隊訓練 
国際平和協力活動  防衛省サイト 
緊急救出活動 
防衛活動 


